
 

 

講演会での重要事項 
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布
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行
っ
て
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り
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す
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「
み
ん
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～
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協
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手
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～
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
希

望
の
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
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～講演会・研修会のテーマに関するアンケート結果について～ 

 

当連絡協議会では、年１回の講演会、年２回の研修会をこれまでに計２０回開催してまいりました。 

そこで、各々の地区で建築協定の運営等により役立つ内容とするためには、どうすれば良いかということ

で、今後の講演会・研修会のテーマについて、会員の皆様にアンケートでご意見を伺いました。 

※回答数：２４（総数７４） 

 

 

 

第１３号 （平成 26年 8月 10日）   

    平成２６年度総会・講演会を開催しました！
    

福岡市建築協定
地区連絡協議会 

平成２６年６月８日（日）平成２６年度総会・

講演会を開催しました。 

各協定地区より総会・講演会に５０名が参加さ

れました。 

 

『総会』 

○ 役員選出 

○ 平成２６年度活動計画 

 

 

『講演会』 

＜講師：九州大学大学院人間環境学研究院 

都市・建築学部門 助教 柴田 建氏＞ 

＜演目：建築協定から、 

総合的な地域価値の向上へ ＞ 

下記について講演して頂きました。 

○協定締結から２０年後の課題 

○福岡県の３つの住宅地での取り組み 等 

 

福岡市建築協定地区連絡協議会 
（事務局 福岡市住宅都市局建築指導部開発・建築調整課） 
福岡市中央区天神１丁目８番１号（福岡市役所４階） 

TEL ７１１－４５８１  FAX ７３３－５５８４ 

ホームページ http：//machinaminorule.city.fukuoka.lg.jp/ 

講演会の様子 

 

 

 

第１３号 

新役員の紹介 

会長：篠原 満州男（茶山２丁目２区） 

副会長：足達 猛（小戸３丁目） 

副会長・会計：渡邊 健一（笹丘２丁目） 

監事：行徳 弘治（松山２丁目） 

理事：鴨川 武文（茶山２丁目２区） 

理事：積水ハウス㈱担当 山本 憲一（照葉まちづくり） 

理事：平本 優八（茶山４丁目） 

理事：篠原 正信（泉２丁目（けやき東）） 

理事：高木 静男（茶山６丁目） 

理事：橋本 圭司（多賀１丁目１・２組） 

理事：小池 輝 （笹丘３丁目・友泉亭） 

 平成２６年度は、このメンバーで本協議会を盛

り上げて参りますのでよろしくお願いします。 

 現在、福岡市内の建築協定数は、８２地区とな

りました。昨年度の取組みとして、新規、更新、

変更合わせて１１地区の認可を行っており、地区

数も７地区増えています。今後も仲間を増やし、

協力してやっていきたいと考えています。 

 

 

 

 

○協定締結から２０年後の課題 

①活動を行う役員の固定化 

②協定締結の経緯を知らない新規住民の増加 

③子の成長に伴い近所づきあいが希薄化 

皆に忘れられ「風化」する建築協定 

○住まいのまちなみコンクール 

・住宅生産振興財団が、維持管理活動に実績を挙

げている住民組織をまちづくりのモデルとして

表彰し、支援する普及啓発事業 

  

○福岡県の３つの住宅地での取り組み 

①百地浜４丁目戸建て地区（福岡市） 

・強力な協定運営による街並みの維持 

→不動産価値の維持 

②青葉台ボンエルフ（北九州市） 

・共有する広場によるコミュニティ形成 

 →コミュニティによる街並みの維持 

③コモンライフ新宮浜（新宮町） 

・連続する松林を核とした街並みの成熟 

 →次世代への街並みの継承の工夫 

 

○結論 

・地域のソフトな財産として建築協定活動を捉え、

地域の住環境・街並みの価値向上を図る。 

 

３．今後開催を希望するテーマ 

・建築協定の合意者の高齢化が進むなか、更新に向けての対策、運営委員会としての取組みの重要性が参

考となった。 

・建築協定制度の現状と問題点、紛争事例を挙げての説明は予備知識として必要と思う。 

・建築協定地区における問題等を共有し、解決するための方策について、自ら考えることをテーマとして、

協定地区の現状について、１研修で２、３地区から紹介し、抱えている問題等について会員間で意見交

換を行うようなワークショップを実施するなど。グループでの情報交換を中心とした研修会。 

・建築協定に早くから取り組んでいる横浜市のような他の都市における建築協定の現状と課題について、

当該市の担当者から話を聞ける研修会はどうでしょうか。 

 

２．好評だった講演会 

１位 建築協定における不動産継承問題とその対策 

２位 近隣トラブルにおける受忍限度 

２位 福岡市の取組み状況・市内の協定地区運営事

例の紹介 

４位 建築協定における違反是正に対しての事例・

住環境における住民間のトラブルや判例等 

４位 建築協定初心者講座 

１．テーマ別評価 

・市内の協定地区でのトラブル事例の紹介（８件） 

・協定の更新に関すること（２件） 

・ワークショップにより、各地区で抱える問題解決の相談（２件） 

・隣接地への加入の勧誘について（２件） 

・建築協定の先進都市である横浜市役所の担当者の講演（１件） 

 
４．具体的なご意見 



     
 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パナホーム・シティ香椎駅前 建築協定 

      パナホーム㈱ 九州支社 平川 稔 

今回初めて総会・講演会に参加させていただきま

した。 

住宅会社という立場で街づくりを考える場合、ど

うしても販売至上傾向が強くなり、売りやすさが住

まいやすさを凌駕してしまうのが常でした。建築協

定の無いエリアにあえて協定をつくることは建築

や設計上の制約を増やす訳ですから、社内で消極論

が出るのもある程度仕方のないところなのかもし

れません。 

しかし、建築協定や街づくりガイドラインといっ

た一定のルールの下で出来上がった街並みと、そう

でない街並みを比較するとその違いには驚かされ

ます。その差は 3 年、5 年、10 年と時間が経過す

ればするほど更に大きくなる様に思えます。「こん

な街に住みたい・・・」そう思わせる街にする為に

はもはや建築協定の類の「秩序」は必須といっても

過言ではないのかなと思っています。 

日頃から出来上がった街並みを外から観察する

機会は多々ありますが、住まう人たちの声を直に聞

く機会はそうそうあるものではありません。先日の

総会はそんな貴重な機会だったと思います。最初の

「秩序らしきもの」をつくり販売した立場からする

と、それがどう理解され運用されているのかは非常

に関心がある訳なのですが、それを知る機会は実は

あまりないのです。皆さんの街づくりに関する熱心

なお話を伺っていると、建築協定も含めて受け入れ

られたところは人も街も成熟のレベルが格段に違

うなと感じました。強い地域愛に支えられた街は今

後も更なる成熟を遂げ、それが範となりやがて周囲

にも波及していく、そんな連鎖がもっともっと起き

る事を信じて今後も街づくりにあたりたいものだ

と感じました。 

この建築協定が福岡市によって推進されている

という事は住まう人々に大きな安心を与えるもの

だと思います。これからもより多くのエリアを巻き

込み、建築協定という言葉がもっと世の中に深く認

知される事を期待しています。 

 

 

 

 

研修を受講して 協定地区からひとこと 

笹丘３丁目・友泉亭建築協定副委員長  

小池 輝 

 私たちの地区を紹介します。名前の通り、坂が多く

歩きでは少し大変なところです。でも、海・山・ドー

ム・タワー・花火がすぐそこに見れて見晴らしはいい

ところです。ほんの２０年ほど前には、雑木林があち

こちにあり、タヌキかイタチが飛び出してきていまし

た。ところが、あれよあれよという間にマンションが

建ち、車の交通は増え、道でキャッチボールなんかで

きなくなってしまいました。さらに最近は、空き地が

目立ち始め、今度はどんな家が建つのかなと心配させ

られるようになっていました。 

そんな二年前の１０月。市役所から１枚のアンケー

トがポストに入っていました。「建築協定 意向調査

アンケート」、でも、何のことやら皆わかりません。

そこで市役所に３回の出前講座（勉強会）をしてもら

い、福岡市内で７０以上の地区が締結していること、

同じ３丁目でも、低層住居専用地域と中高層住居専用

地域と用途地域の違う区域があり、一方は１０ｍ以

下、我々は、１５ｍ以下の高さ制限でした。さらに私

たちの敷地には高低差があるため１５ｍ以上、５階建

て程度の建物まで建築可能とのことなどから、「建築

協定」の必要性、意識に差があることなど、次第に３

丁目の現状がわかってきました。すでに地区内にマン

ション群ができつつあります。「どうしよう」「私たち

も１０ｍ以下、３階建て以下の高さ制限にならないの

かな」「このままではいけないと思いつつも、どう手

を打てばいいのかな」ということなり、ならば３丁目

でも「建築協定」を締結しようということになったわ

けです。 

協定区域内の合意地には建築の際に承認が必要、隣

接地には一定の抑止力が働く。そんな「建築協定」に

高い関心を持たれた近隣地区の方も含め、８回の打合

せを重ね、今年の２月に「笹丘３丁目・友泉亭建築協

定」として認可されました。これは市役所のご担当の

方々の支援と住んでいる方々の努力の賜物です。 

もうすでに１件の建築計画承認申請書が出され審

査の上、現在、建築中です。効果発揮です。今後は１

０年間は更新がありませんが、新規に転居された方々

にも新たに加入していただけるようにお伝えしてい

きたいと思います。子供たちに住みよい街並みを残せ

るように、維持していけるように、今後ともご協力を

よろしくお願いいたします。 

福浜１丁目１区８・９組建築協定運営委員長 

中野 博美 

１．地域の特徴 

 私達の街は、博多湾を一望出来る福岡市中央区の 

福浜海岸に隣接し戸建住宅が多く閑静で良好な町並 

みが維持されています。 

 しかしながら、この地区は福岡市の中心部であり 

特に福岡ドーム、大濠公園、西公園にも近く近年中 

高層のマンション建設も多く今後も近隣地域へはワ 

ンルームマンション等の建設も計画なされている状 

況にあります。 

２．建設協定認可経緯 

 昨年５月に福浜１丁目１区の中で多くの戸建住宅 

で構成されている８・９組に対して、建築協定の意 

向調査を踏まえた説明会が開催され、この中で福岡 

市役所建築協定支援係担当の方から、現在の用途地 

域の具体的内容や福岡市全体の建物に係わる紛争の 

発生状況等、具体的な説明があり、説明会に出席し 

た多数の方々が自分の住む地域は永遠に良い住環境 

でありたいと思う気持ちと住民間のトラブル発生防 

止の観点から「建築協定締結」の必要性を強く感じ 

取りました。 

 その後建築協定の早期締結に向けて意向調査が６ 

月末を目途に開始され、合意書の集約、建築協定の

認可申請がなされ、最終的に「８・９組の建築協 

定」が 11 月 11 日に無事認可されました。 

◎ 協定内容は下記のとおり。 

 ｏ建築物の高さは、地盤面から 10ｍまでとする。 

 ｏ共同住宅の１住戸当たり床面積は 35 ㎡を超え 

るものとし、居室の数は２以上とする。 

 ｏ有効期限（10 年間） 

３．お礼と今後の対応 

 建築協定の締結に当たり御支援、御指導を頂いた 

福岡市役所の担当の方々を始め合意書の取得に向け 

て御尽力頂いた８・９組の住民の皆様方に深く感謝 

を申し上げます。約半年間程度でスムーズに建築協 

定が認可されたことは皆様方の協力のお陰であり、 

今後も合意率の更なる向上に向けて協力をよろしく 

お願い致します。 

 最後になりますが、８・９組の住居環境が現状ど

おりの住みやすい住環境を維持継続出来るよう、努

力してまいりますので、今後共ご指導をよろしくお

願いします。 

 

 

 

 

名島２丁目１区（船頭町）建築協定運営委員長 

安部嘉孝 

今回の総会終了後に九州大学の柴田 建先生 

より記念講演があり、「建築協定から総合的な地域価

値の向上」をテーマに、現在、建築協定を結んでいる

福岡市の「百道浜地区」、北九州市の「青葉台ぼんえ

るふ地区」、新宮町の「コモンライフ新宮浜地区」の

事例紹介を中心に有益なお話しを聞くことができま

した。 

特に青葉台ぼんえるふ地区において、建築協定を出

発点として街並みを守り育てていくために住民の意

思により独自にルールを定め、運用されていることが

大変素晴らしく感じました。 

このルールの１つに「高齢化に向けたアプローチの

バリアフリー化の手引」があり、この中でスロープや

段差解消機等の設置場所について図を用いて分かり

易く解説されており、建築協定で定める基準とのバラ

ンスを考えた設置方法として誰でも理解できる内容

で作成されてあります。この手引きを作成された背景

として、建築協定を結んだ当初においてはバリアフリ

ーの必要性が認識されておらず、このため、スロープ

等を設置する際に協定で定める基準に合わない事態

が生じたためであったとのことでした。 

このように、建築協定も時代々のニーズに応えてい

くことが求められ、単に協定で定める基準の厳格な運

用にこだわらずに、その時々の住民のすまい方や考え

方に柔軟に対応していくことが大切であり、このこと

がコミュニティの形成にとても役立つことになるこ

とを知り得ました。 

３つの地区に共通し、特に印象に残った点は、まち

づくりを考える際に良好な街並みと同じくらい安心

安全なまちづくりが求められていることでした。 

この安心安全なまちづくりに果たす建築協定の効

果も非常に大きく、実際に協定が結ばれている地区で

はその周辺の地区と比べ、空き巣被害がほとんど無い

とのことでした。これは建築協定が結ばれていること

で地区全体に規律的なイメージが醸成され、これによ

り部外者の侵入を抑制していることが考えられると

のことでした。 

今回講演会に出席し、有益な話を得たことで私にと

りましても改めて建築協定の意義を見直す機会にな

り、また、名島２丁目１区（船頭町）建築協定の将来

的な発展の参考にしていきたいと感じました。 

《トピックス》建築協定地区連絡協議会とは？ 

・情報交換、普及啓発活動により、建築協定制度の有

効な活用を図る会で、現在、横浜市、名古屋市、京

都市、大阪府、神戸市、福岡市で設置されています。 


